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第 1章 計画の位置付けと目的 

目黒区住宅マスタープラン 

１ 計画の位置付け 

目黒区住宅マスタープランは、「目黒区住宅基本条例」に基づく、住宅政策を総合的かつ計画的に
推進するための住宅基本計画であるとともに、区の総合計画である基本計画の住宅政策に関する補助
計画となるものであり、都市計画マスタープラン等の補助計画と相互に連携を図りながら施策を展開
するものです。 
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第 1章 計画の位置付けと目的 

 

目黒区住宅マスタープラン 

２ 住宅マスタープラン改定の背景と目的 

目黒区は、「区民が良好な居住環境のもとで安心して快適に住み続けられるための住宅対策の推進
を図り、もって健康で文化的な住生活の維持及び向上に寄与する」ことを目的とし、平成4年3月に
「目黒区住宅基本条例」を策定し、この目的を推進するため、平成5年3月に「住宅マスタープラン」
を策定しました。その後、第2次から第5次まで4回の改定を行ってきました。 

平成24年3月に第5次目黒区住宅マスタープラン改定後、目黒区の人口は引き続き増加し、世帯数
も増加しています。平成28年3月に策定した「目黒区人口ビジョン」の将来人口推計では、近年増加
傾向にある人口は、数年先には減少に転じ、少子高齢化の進行も見込んでいます。これを踏まえ、同
時に策定した「目黒区まち・ひと・しごと総合戦略」において、安心して子育てができることや、住
み慣れた地域で生活し続けられることを重視しています。 

また、平成26年3月に策定した「区有施設見直し方針」では、区営住宅など居住施設について、今
後40年間という長期にわたる見直しの方策を「住宅の供給や整備方法及び運営のあり方について、
集約化や複合化による統廃合を含めて検討する。また、家賃助成など民間活力の活用を検討する。」
と定めました。この方針を具体化するために、平成29年6月に策定した「区有施設見直し計画」では、
今後10年間の取組として、借上型区民住宅を、借上契約期間満了とともに所有者へ返還することと
しています。 

区内に多数存在するマンションの一部については、今後さらに老朽化が進み、大規模改修や建替え
といった課題に直面することが懸念されています。 

東日本大震災などの地震災害や豪雨・台風による災害などにより、区民の「安全・安心」に対する
意識はますます高まっています。建物の耐震化や都市の不燃化、ゲリラ豪雨対策など、区民が安心し
て暮らせる住まいとすることがますます求められています。 

また、平成28年3月には、新たな「住生活基本計画（全国計画）」の閣議決定や、東京都では平成
29年3月に「住宅マスタープラン」が改定されました。 

第6次目黒区住宅マスタープランは、こうした背景のもと、目黒区の住宅・住環境の将来を見据え
て、国や東京都における住宅施策の動向との整合を図りつつ、区の特性に応じた体系的かつ総合的な
住宅施策を展開することを目的に策定しました。 
 

３ 計画期間 

改定する住宅マスタープランの計画期間は、平成30年度から平成39年度までの10年間とし、社会
状況の変化や関連計画との整合等を踏まえ、おおむね5年ごとに見直しを行うものとします。 
 

計画期間：平成30年度から平成39年度まで 
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